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1.  平成23年6月期第1四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 13,760 10.8 430 ― 459 ― 127 ―
22年6月期第1四半期 12,414 △7.6 △81 ― △74 ― △110 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 7.48 ―
22年6月期第1四半期 △6.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 32,148 11,548 35.9 675.65
22年6月期 32,366 11,453 35.4 670.07

（参考） 自己資本   23年6月期第1四半期  11,548百万円 22年6月期  11,453百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
23年6月期 ―
23年6月期 

（予想）
4.00 ― 4.00 8.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
（注）第２四半期連結累計期間に係る連結業績予想は行っておりません。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 52,000 0.4 750 5.7 750 3.5 200 1.2 11.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取扱法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q 17,560,242株 22年6月期  17,560,242株
② 期末自己株式数 23年6月期1Q  467,570株 22年6月期  467,551株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q 17,092,679株 22年6月期1Q  17,092,691株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の需要拡大を背景に景気の緩やかな回復に向けた動きが見られたものの、世界経済の減速懸念は払拭されず、また急激な円高による企業収益の圧迫など、景気に対する不透明感が続いております。  自動車業界においては、平成21年４月より政府経済対策として実施されたエコカー減税やエコカーへの買い替え補助金制度による追い風を受け、国内新車の販売台数は前年同四半期連結会計期間（以下、前年同四半期という。）比で113.7%（日本自動車工業会統計データ）と前年を上回りました。また、補助金の恩恵を受けられない中古車市場におきましては、販売台数が低迷をし続けておりましたが、マーケットにおける底打ち感もあり、前年同四半期比で103.9%（日本自動車販売協会連合会及び全国軽自動車協会連合会統計データ）と前年を上回りました。 こうした環境下で当社グループにおける自動車関連事業においては、新車輸送並びに中古車輸送とも前年同四半期比増加する結果となりました。一般貨物事業におきましては、新規顧客の獲得や不採算事業の一部撤退などを行った結果、売上高は前年比ほぼ横ばいながら、収益性は改善しました。また、当社グループで推進しているコスト管理の意識付け及び固定費削減の取り組み効果により、収益を大幅に改善させることができました。  

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高137億60百万円と、前年同四半期に比べ13億45百万円の増収となり、営業利益は前年同四半期に比べ５億11百万円増加し、４億30百万円となりました。営業外損益は29百万円の利益となりました。これは主に、持分法による投資利益によるものであります。その結果、経常利益は４億59百万円となり、前年同四半期の経常損失74百万円に対し、５億34百万円の改善をしました。特別損益は80百万円の損失となりました。これは、主に、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を計上したものであります。四半期純利益は１億27百万円となり、前年同四半期の純損失１億10百万円に対し、２億38百万円の改善をしました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（１）連結経営成績に関する定性的情報

自動車の国内流通に関連する台数 単位：台国内販売 平成21年７月～平成21年９月 平成22年７月～平成22年９月 前年比 新車         国内メーカー *1 1,217,327 1,383,543 113.7% （うち日産自動車） *1 (169,348) (190,573) (112.5%) 海外メーカー *2 45,796 71,405 155.9% 中古車         乗用車 *3 916,389 949,755 103.6% 軽自動車 *4 581,497 606,457 104.3% 中古車計  1,497,886 1,556,212 103.9% 永久抹消登録車 *3 120,332 143,254 119.1%           輸出 平成21年７月～平成21年９月 平成22年７月～平成22年９月 前年比 国内メーカー新車 *1 1,011,011 1,198,713 118.6% （うち日産自動車） *1 (129,345) (167,218) (129.3%) 中古乗用車 *5 168,227 232,553 138.2% *1 日本自動車工業会統計より算出  *2 日本自動車輸入組合統計より算出  *3 日本自動車販売協会連合会統計より算出 *4 全国軽自動車協会連合会統計より算出  *5 日本自動車販売協会連合会統計の輸出抹消登録台数より試算 
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①自動車関連事業 当事業における売上高は104億70百万円となりました。当社の主要取引先である日産自動車の国内新車販売台数は、190,573台（日本自動車工業会統計データ）と前年同四半期比で112.5%と増加し、これを受けて、当社グループの新車輸送においても増収となりました。また、中古車輸送に関しては、営業体制を強化し、新規顧客の開拓活動を実施した結果、輸送台数を伸ばすことができ、増収となりました。一方、拠点の統合や再配置、間接業務の合理化など固定費削減を進めた結果、セグメント利益は６億92百万円となりました。 ②一般貨物事業 当事業における売上高は14億58百万円となりました。物流量の低迷、デフレ影響による商品価格の値下げや物流業者間の競争が激化する環境下、当社グループとしましては、主要取引先である家電量販店向けの取扱量の増大や新規顧客の開拓などの結果、前年並みの売上高を確保することができました。また、当社グループとしましては、不採算事業の見直しを各センター毎に実施をし、当面採算の確保が困難であるセンターについては取引の縮小や撤退を進め、収益構造の改善をしました。その結果、セグメント利益は69百万円となりました。 ③ヒューマンリソース事業 当事業における売上高は18億58百万円となりました。新規顧客の開拓活動や営業体制の強化の結果、官公庁向け及び民間企業向けの売上を増加させることができました。一方、セグメント利益につきましては、既存契約先からの値下げ要請や人材確保のための求人費用の増加などにより、64百万円となりました。 なお、上記報告セグメントに含まれていない全社費用（当社の管理部門に係る費用）及びのれんの償却額等は「３．四半期連結財務諸表 セグメント情報」に記載の通り「調整額」の項目として計上しており、３億95百万円となります。 （資産） 流動資産は、前連結会計年度末に比べ0.4％増加し、123億89百万円となりました。 これは主に、現金及び預金が６億60百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が６億54百万円、未収入金等の流動資産その他が55百万円それぞれ増加したことによります。 固定資産は、前連結会計年度末に比べ1.3％減少し、197億58百万円となりました。 これは主に、機械装置及び運搬具が71百万円、投資有価証券が78百万円それぞれ増加したものの、のれんの償却によりのれんが88百万円、繰延税金資産が１億70百万円それぞれ減少したことによります。 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ0.7％減少し、321億48百万円となりました。 （負債） 流動負債は、前連結会計年度末に比べ0.3％増加し、83億65百万円となりました。 これは主に、短期借入金が２億70百万円、未払法人税等が２億41百万円、賞与引当金が１億38百万円それぞれ減少したものの、支払手形及び買掛金が４億32百万円、１年内返済予定の長期借入金が２億93百万円それぞれ増加したことによります。 固定負債は、前連結会計年度末に比べ2.7％減少し、122億34百万円となりました。 これは主に、資産除去債務が42百万円増加したものの、長期借入金が２億78百万円、退職給付引当金が96百万円それぞれ減少したことによります。 この結果、負債は、前連結会計年度末に比べ1.5％減少し、205億99百万円となりました。 （純資産） 純資産は、前連結会計年度末に比べ0.8％増加し、115億48百万円となりました。 これは主に、利益剰余金が95百万円増加したことによります。     当第１四半期連結会計期間につきましては、概ね当初予定どおりに推移しており、また通期の事業環境は不透明    であることから、平成22年８月６日に公表しました連結業績予想は変更いたしません。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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      該当事項はありません。     該当事項はありません。     ①資産除去債務に関する会計基準の適用    当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月 31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。    これにより、営業利益、経常利益が１百万円、税金等調整前四半期純利益が57百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は42百万円であります。      ②表示方法の変更   （四半期連結損益計算書）     「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

２．その他の情報（１）重要な子会社の異動の概要（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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３．四半期連結財務諸表 （１）四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）当第１四半期連結会計期間末 (平成22年９月30日) 前連結会計年度末に係る 要約連結貸借対照表 (平成22年６月30日) 資産の部   流動資産   現金及び預金 4,838 5,499 受取手形及び売掛金 6,335 5,681 貯蔵品 109 105 繰延税金資産 230 227 その他 928 872 貸倒引当金 △52 △47 流動資産合計 12,389 12,339 固定資産   有形固定資産   建物及び構築物（純額） 3,855 3,912 機械装置及び運搬具（純額） 235 164 工具、器具及び備品（純額） 80 85 土地 8,758 8,758 リース資産（純額） 578 597 有形固定資産合計 13,509 13,518 無形固定資産   のれん 2,730 2,818 その他 250 300 無形固定資産合計 2,981 3,118 投資その他の資産   投資有価証券 491 412 長期貸付金 234 253 繰延税金資産 1,718 1,889 その他 930 941 貸倒引当金 △106 △106 投資その他の資産合計 3,268 3,390 固定資産合計 19,758 20,027 資産合計 32,148 32,366 
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（単位：百万円）当第１四半期連結会計期間末 (平成22年９月30日) 前連結会計年度末に係る 要約連結貸借対照表 (平成22年６月30日) 負債の部   流動負債   支払手形及び買掛金 3,255 2,822 短期借入金 580 850 1年内返済予定の長期借入金 1,919 1,626 未払法人税等 93 335 未払消費税等 253 286 賞与引当金 262 400 その他 2,000 2,015 流動負債合計 8,365 8,336 固定負債   長期借入金 6,656 6,934 退職給付引当金 3,150 3,246 役員退職慰労引当金 317 301 繰延税金負債 83 83 再評価に係る繰延税金負債 1,279 1,279 資産除去債務 42 － その他 704 730 固定負債合計 12,234 12,577 負債合計 20,599 20,913 純資産の部   株主資本   資本金 3,390 3,390 資本剰余金 3,204 3,204 利益剰余金 6,014 5,919 自己株式 △152 △152 株主資本合計 12,457 12,361 評価・換算差額等   その他有価証券評価差額金 △3 △3 土地再評価差額金 △904 △904 為替換算調整勘定 △0 － 評価・換算差額等合計 △908 △908 純資産合計 11,548 11,453 負債純資産合計 32,148 32,366 
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（２）四半期連結損益計算書 （第１四半期連結累計期間） （単位：百万円）前第１四半期連結累計期間 (自 平成21年７月１日  至 平成21年９月30日) 当第１四半期連結累計期間 (自 平成22年７月１日  至 平成22年９月30日) 売上高 12,414 13,760 売上原価 11,171 12,075 売上総利益 1,243 1,684 販売費及び一般管理費 1,324 1,254 営業利益又は営業損失（△） △81 430 営業外収益   受取利息 2 6 受取配当金 0 0 受取手数料 17 14 持分法による投資利益 － 26 その他 28 23 営業外収益合計 49 72 営業外費用   支払利息 38 36 その他 4 6 営業外費用合計 42 42 経常利益又は経常損失（△） △74 459 特別利益   固定資産売却益 － 4 貸倒引当金戻入額 1 － 特別利益合計 1 4 特別損失   固定資産売却損 0 － 固定資産除却損 5 1 ゴルフ会員権評価損 － 26 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 56 その他 － 0 特別損失合計 6 84 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純損失（△） △79 379 法人税等 39 251 少数株主損益調整前四半期純利益 － 128 少数株主利益又は少数株主損失（△） △7 0 四半期純利益又は四半期純損失（△） △110 127 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）前第１四半期連結累計期間 (自 平成21年７月１日  至 平成21年９月30日) 当第１四半期連結累計期間 (自 平成22年７月１日  至 平成22年９月30日) 営業活動によるキャッシュ・フロー   税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純損失（△） △79 379 減価償却費 171 194 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 56 のれん償却額 90 87 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 5 賞与引当金の増減額（△は減少） △139 △138 退職給付引当金の増減額（△は減少） △73 △96 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 15 受取利息及び受取配当金 △3 △7 支払利息 38 36 ゴルフ会員権評価損 － 26 固定資産除売却損益（△は益） 6 △3 持分法による投資損益（△は益） － △26 売上債権の増減額（△は増加） △238 △654 たな卸資産の増減額（△は増加） △1 △3 その他の流動資産の増減額（△は増加） △97 △82 仕入債務の増減額（△は減少） 182 432 その他の流動負債の増減額（△は減少） △40 △79 未払消費税等の増減額（△は減少） 106 △32 その他 78 △0 小計 △4 110 利息及び配当金の受取額 2 2 利息の支払額 △43 △41 法人税等の支払額 △228 △279 営業活動によるキャッシュ・フロー △274 △208 投資活動によるキャッシュ・フロー   定期預金の預入による支出 △3 △3 定期預金の払戻による収入 － 1 有価証券の償還による収入 200 － 有形固定資産の取得による支出 △1,073 △74 有形固定資産の売却による収入 1 9 無形固定資産の取得による支出 － △7 投資有価証券の取得による支出 △18 △58 投資有価証券の売却及び償還による収入 － 50 貸付けによる支出 △102 △0 貸付金の回収による収入 47 18 その他 12 △43 投資活動によるキャッシュ・フロー △936 △109 
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（単位：百万円）前第１四半期連結累計期間 (自 平成21年７月１日  至 平成21年９月30日) 当第１四半期連結累計期間 (自 平成22年７月１日  至 平成22年９月30日) 財務活動によるキャッシュ・フロー   短期借入れによる収入 152 1,130 短期借入金の返済による支出 △196 △1,400 長期借入れによる収入 950 1,246 長期借入金の返済による支出 △393 △1,231 リース債務の返済による支出 △25 △29 自己株式の取得による支出 － △0 配当金の支払額 △0 △59 財務活動によるキャッシュ・フロー 485 △344 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △725 △662 現金及び現金同等物の期首残高 4,994 5,258 現金及び現金同等物の四半期末残高 4,269 4,595 
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該当事項はありません。 前第１四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 事業区分は、種類・性質・市場等の類似性を考慮して区分しております。 ２．各区分に属する主要なサービス 
    前第１四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 当第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。   前第１四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 当第１四半期連結累計期間において、海外売上高は僅少なため、記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記（５）セグメント情報〔事業の種類別セグメント情報〕  車両輸送関連事業 （百万円） カーセレクション事業 （百万円） 一般貨物輸送事業 （百万円） 計 （百万円） 消去又は全社 （百万円） 連結 （百万円） 売上高                                    (1）外部顧客に対する売上高  10,904  133  1,375  12,414  －  12,414(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  －  －  －  －  －  －計  10,904  133  1,375  12,414  －  12,414営業利益又は営業損失（△）  203  22  31  257  △339  △81
事業区分 事業内容 車両輸送関連事業 自動車の輸送、整備、ドライバーの派遣、自家用自動車運行管理 カーセレクション事業 中古車オークション 一般貨物輸送事業 一般消費材輸送、家電輸送、石炭・鉱滓等の荷役 〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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１．報告セグメントの概要   当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最高意思決定機関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  当社グループは、経営組織の形態、サービスの特性に基づき、事業セグメントを集約した上で、「自動車関連事業」、「一般貨物事業」、「ヒューマンリソース事業」を報告セグメントとしております。   各報告セグメントに属する主要なサービス  
  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 当第１四半期連結累計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） （単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△395百万円には、全社費用△307百万円、のれんの償却額△88百万円、セグメント間取引消去0百万円が含まれております。全社費用は報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。  （注）２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。     （追加情報）  当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  該当事項はありません。     

〔セグメント情報〕
セグメント 主要サービス 自動車関連事業 自動車の輸送、整備、中古車オークション 一般貨物事業 一般消費材輸送、家電輸送、石炭・鉱滓等の荷役、倉庫賃貸 ヒューマンリソース事業 ドライバーの派遣、自家用自動車運行管理 

  自動車関連事業 一般貨物事業 ヒューマンリソース事業 計 調整額 （注）１ 四半期連結損益計算書計上額 （注）２ 売上高                                    外部顧客への売上高  10,458  1,449  1,851  13,760  －  13,760セグメント間の内部売上高又は振替高  11  8  6  26  △26  －計  10,470  1,458  1,858  13,787  △26  13,760セグメント利益  692  69  64  826  △395  430
（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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